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EFFECTS　OF　GOSHAJINKI-GAN　ON　URINARY
　　　 BLADDER　CONTRACTION　IN　DOGS
Takanori  SUZUKI, Hiroomi  HIGASHI, Kouki SAITOH, Kohei  KUROKAWA,
Chikako OHMA and Hidetoshi YAMANAKA
From the Department of Urology, Gunma University School of Medicine
    The effects of Gosha-Jinki-Gan on the urinary bladder contraction in anesthetized ogs were 
studied to elucidate the mode of action. The bladder contraction was induced by electrical stimulation 
of the left distal end of the pelvic nerve under the bilateral pelvic nerve and hypogastric nerve 
transections, or by the infusion of  acetylcholine (200  fig) in to the abdominal aorta. The bladder 
contraction induced by pelvic nerve stimulation was significantly inhibited by 10 and 100 mg/kg of 
intravenous  Gosha-Jinki-Gan administration. A similar phenomenon was observed by the 
administration of atropine sulfate (0.1 mg). The acetylcholine-induced contraction was significantly 
inhibited by administration of 100 mg/kg of  Gosha-Jinki-Gan. These findings suggested that Gosha-
Jinki-Gan inhibits the urinary bladder contraction induced by the stimulation of cholinergic nerve. 
                                              (Acta Urol. Jpn.  43: 271-274,1997)
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間刺激 し,刺 激 は10分間隔で施行 した.膀 胱 には生 食
を50-100ml注入 し,圧 の 上昇 が最 も良 い容 量 で
行 った.白 金双極電極周囲 には流動パ ラフ ィンを満た
し,臓 器 の乾燥 を予防す るとと もに刺激電圧の変動 を
予 防 した.膀 胱収 縮が安 定 した後 に,蒸 留 水5ml,
牛 車 腎気丸10mg/kg,100mg/kg,硫酸 ア トロ ピン
0.1mgを順 に電気 刺激3分 前 に静脈 内投与 した.薬
剤投与後 の電気刺激 に よる膀胱収縮圧の変化 について
検討 した.
アセチルコ リンに よ り誘発 される膀胱収縮 に対す る
作用:6頭 について実験 を行 った.右 鼠径部で大腿動
脈 を露出 し,血 管 カテーテルを挿入,先 端 を腹部大動
脈部位 まで留置 し固定 した.上 記 と同様 の神経切断の
状態 で,電 気刺 激,塩 化 アセチ ル コ リン200μg(第
一製薬)動 注 を順 に行い,膀 胱 収縮 を観察 した.こ の
操作 を繰 り返 し膀胱収縮が安定 した後,10分後 に牛車
腎気丸100mg/kgを静 注,3分 後 に電気 刺激,ア セ
チル コ リン200μg動注 を順 に行 った.牛 車腎気丸投
与前後 におけるアセチ ルコ リンに誘 発 される膀胱収縮
圧 の変化 につ いて検討 した.な お,動 脈圧測定で は蒸
留 水,牛 車 腎気 丸10mg/kg投与 で は血圧 に変 動 な
く,牛 車 腎気 丸100mg/kg投与 では直後 よ り血圧低
下が見 られ,3分 後 に前値 に回復 していた.
実 験結果 の有意差 の検定 はpairedt-testを用 い,p
<0.05を有意 と判定 した.
結 果
1.骨 盤神経の切断 末梢端刺 激によ る膀胱収縮 に対 す
る作 用
左側 骨盤神経 の切 断末梢端の電気刺激 によ って,す
べ ての例 で明 らかな膀胱収縮が観察 され,膀 胱収縮圧
は39.8±II.5cmH20であ った.蒸 留水 投与 で は膀
胱 収縮圧 に変化 は見 られず,牛 車 腎気丸10mg/kg投
与後 に は収縮 圧 は平 均36.IcmH20とな り,対 照 と
の比で見 ると有意 に抑 制 されて いた.牛 車腎気丸IOO
mg/kgおよびア トロピ ン投与で はさ らに膀胱 収縮 が
抑制 され,対 照 に比 較 し有意 で あっ た.牛 車 腎気丸
10mg/kgと100mg/kg投与の 間で は膀胱収縮圧 に有
意 な差が観 察 され,容 量依存 性 が示 され た(Fig.1,
TableI).
2.ア セチルコ リンによる膀胱収 縮 に対す る作用
アセチル コ リン200μgを動注 す る と,膀 胱収縮 が
誘発 され た.膀 胱 収縮圧 は18,8±10,5cmH20で,
電気刺激 に よる収縮 よ り低値 であ った(Fig.2).牛車
腎気 丸100mg/kg投与 後で は,前 記 と同様 に電気刺'
激 に よる膀胱収縮圧 は減少 し,ア セチル コリンによる
膀胱収縮圧 は14.6±9.3cmH20で牛車 腎気 丸投 与前
のアセチ ルコ リンによる膀胱収縮圧 との間 に有意差 は
見 られなかった.し か し牛車 腎気 丸投 与前後の膀胱収












































































はないものと考えられる.ま た,麻 酔に使用 した α一
クロラロースは中枢抑制作用による排尿抑制作用が報




















副交感神経 の主要 な神経伝達物質 であるアセチ ルコ
リンを投 与する と膀胱 は収縮 し,内 圧 は上昇す る7'8)
今回の実験 で もアセチルコ リン投与 で膀胱収縮が誘導
され た.牛 車腎 気丸100mg/kg投与後 にア セチ ルコ
リンで膀胱 を収縮 させ る と,収 縮圧 は24%減少 し有意
に抑 制 されていた.牛 車腎気丸 の成分 の一つで ある桂
皮 に含 まれ るcinnamicaldehydeにはモ ルモ ッ トの
摘 出腸管 のアセチルコ リンによる収縮 を抑制す る作用
があ ることが報告 されている1)以 上の結果 よ り牛車
腎気 丸の作用 はコ リン作動性刺激 による膀胱収縮 の抑
制である と思 われた.
今 回,実 験 に使用 した牛 車腎気丸 の投与 量 は50kg
に換算 す る と,O.5～5gに相 当す る.従 って,臨 床
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